無毛 赤色の 突起 体に 深く 心魄を 打た るるであろう。 異 

様なる 臭気 は 諸氏の 余生に 消えざる 歎き を 与える に 相 

きたん 

違ない。 忌憚な く 言えば、 彼 こそ 憎むべき 蛸で ある。 

かく 

人間の 仮面 を 被り、 門に あらゆる 悪計 を 蔵す ところの 

蛸 は 即ち 彼に 外ならぬの である。 

ぶこく そし リ や 

諸君、 余 を 指して 誣告の 誹 を 止め 給え、 何と なれば、 

真理に 誓って 彼 は 禿 頭で ある。 尚 疑わん とせば 諸君よ、 

巴里府 モンマルトル 三番 地、 Bis, ^s^s ショォ 

ブ 氏に 訊き 給え。 今 を距る こと 四十 八 年 前の ことなり、 

あがな 

二人の 日本人 留学生に よ つ て鬟の 購 われた る こと を 

記憶せ ざる や。 一 人 は 禿 頭に して 肥満す る こと 豚児の 



にも 余の 偉大なる 業績に 異論 を 説え たので ある。 彼 は 

ぼく、 蒙古の 欧州 侵略 は 成吉思 汗の 後継者 太宗の 事蹟 

にか かり、 成吉思 汗の 死後 十 年の 後に 当る、 と。 実に 

何たる 愚論 浅識 であろう か。 失われた る 歴史に 於て、 

単なる 十 年が 何で ある 乎！ 実に これ 歴史の 幽玄 を 冒 

瀆 する も 甚だしい ではな い か。 

さて 諸君、 彼の 悪徳 を 列挙す る は 余の 甚だ 不本意と 

すると ころで ある。 なんと なれば、 その 犯行 は 奇想 天 

外にして 識者の 常識 を 肯んぜ しめず、 むしろ 余に 対し 

て 誣告の 誹 を 発せし むる 憾み あるから である。 たとえ 

ば 諸君、 頃日 余の 戸口に Banana の 皮 を 撒布し 余の 殺 



害 を 企てた の も 彼の 方寸に 相違ない。 愉快に も 余 は 

でんぶ けんこうこつ 

臀部 及び 肩胛骨に 軽微なる 打撲傷 を 受けし のみに て 

のうしんとう 

脳震盪の 被害 を 蒙る に はいたらなかった ので あるが、 

余の 告訴に 対し 世人 は 挙げて 余 を 罵倒した ので ある。 

諸君 はよ く 余の 悲しみ を 計りうる であろう 乎。 

賢明に して 正大なる こと 太平洋の 如き 諸君よ。 諸君 

ちんじ 

はこの 悲痛なる 椿事 を も 黙殺す るであろう 乎。 即ち 彼 

は 余の 妻 を 寝取った ので ある！ 而 して 諸君、 再び 明 

しょ < しゅ 

敏 なること 触 鬚の 如き 諸君よ。 余の 妻は麗 わしき こ 

と 高山植物の 如く、 実に 単なる 植物ではなかった ので 

ある！ ああ 三度 冷静なる こと 扇風機の 如き 諸君よ、 



「popopo!」 

偉大なる 博士 は シルクハット を 被り 直した ので ある。 

そして 数秒の 間 疑わしげ に 僕の 顔 を 凝視め ていたが、 

やがて 失念して いた もの を ありあり と 思い出した 深い 

感動が 表れた のであった。 

すで 

己に その 瞬間、 僕 は 鋭い 叫び声 をき いたのみ で、 偉 

大 なる 博士 の 姿 は 蹴飛ばされた 扉の 向う側に 見失 つ て 

いた。 僕 はび つくりして 追跡した ので ある。 そして 奇 

蹟の 起った の は 即ち 丁度 この 瞬間であった。 偉大なる 

博士の 姿 は 突然 消え失せ たので ある。 



ば 姿が 見えない ではない 乎。 これ 風 以外の 何物で も あ 

リ 得ない。 風で ある。 然リ 風で ある 風で ある 風で ある _ 

諸氏 は 尚、 この 明白なる 事実 を 疑る のであろう か。 そ 

れは 大変 残念である。 それで は 僕 は、 さらに 動かす ベ 

からざる 科学的 根拠 を附け 加えよう。 この 日、 かの 憎 

むべき 蛸 博士 は、 恰も この 同じ 瞬間に 於て、 イン フル 

ェ ン ザに 犯された ので ある。 
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